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（日本） GDP(1Q) 毎月勤労統計（4月） 国内企業物価指数前月比（5月） 営業毎句報告(6月10日現在)

貿易収支（4月） 鉱工業生産（4月、前月比）

（海外） 世界銀行、世界経済見通しに ＥＵ財務相理事会（テレビ会議） 米 ＦＯＭＣ声明発表、 ﾕｰﾛｸﾞﾙｰﾌﾟ 米　輸入物価指数（5月）

関する報告書 ＯＰＥＣ総会（テレビ会議） 議長記者会見と経済予測 米　新規失業保険申請件数 米　ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者

ＥＣＢ総裁、欧州議会 米　ＦＯＭＣ（10日まで） 米　ＣＰＩ（5月） （6日終了週） ﾏｲﾝﾄﾞ指数（6月）

公聴会に出席 米　求人件数（4月） 米　財政収支（5月） 米　ＰＰＩ（5月）

米　卸売在庫（4月） ＯＥＣＤ経済見通し

ﾕｰﾛ圏　ＧＤＰ（1Ｑ） ＯＰＥＣﾌﾟﾗｽ会合（ﾃﾚﾋﾞ会議）
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国庫短期証券発行・償還（3M）
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　本資料は投資環境等に関する情報提供を目的として作成したものです。本資料は投資勧誘を目的とするものではありません。有価証券等の取引には、リスクが伴います。投資についての最終決定は、投資家ご自身の判断と責任におい
てなされるようお願いいたします。当社は、いかなる投資の妥当性についても保証するものではありません。記載された意見や予測等は作成時点のものであり、正確性、完全性を保証するものではなく、今後予告なく変更されることがありま
す。
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＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
日銀当座預金残高は週初420兆4,400億円から始まったものの、国庫短期証券・国債の発行や税揚げ等により減少し、416兆円9,900億円で越週した。

無担保コールON物加重平均金利は週初△0.058％で始まり、3日には△0.068％まで低下した。その後は週末にかけて調達意欲が強まり、5日には△0.057％となった。

ターム物は、1Ｗ～1Ｍの期間で、△0.070～△0.060％の出合が見られた。

6月2日に実施された国庫短期証券買入オペのオファー額は3兆円と、前回オファー分（6月2日、オファー額2兆円、応札倍率2.09倍）から増額となった。応札倍率は1.65倍

となり、前回対比で低下した。なお、同金額でのオファーは2016年10月7日以来約3年8か月振りだった。

来週の主な予定はＧＤＰ（8日）、海外ではＦＯＭＣ（9,10日）ﾕｰﾛｸﾞﾙｰﾌﾟ（11日）がある。

＜＜＜＜CCCC PPPP＞＞＞＞
今週の入札発行総額は約4,800億円で、週間償還額（約1,800億円）を上回った。発行市場は、電気機器や鉄鋼業態等の大型案件が実施され、週を通して活況であった。

発行残高は、先週末の24兆2,880億円から4日時点では約24兆5,510億円と増加した模様。発行レートは、浅いマイナス～0.03%近辺での出合いとなった。4日に、CP等

買入オペが予定通り6,000億円で実施された。結果は、按分落札レート△0.017％・平均落札レート△0.005％と、前回（按分レート△0.027％・平均落札レート△0.020％）

比で上昇した。

来週の週間償還額は、約6,500億円となっている。発行市場は、5・10日発行での新規案件と鉄鋼業態等からの複数の大型案件が予定されているため、発行増が見込

まれる。発行レートは、浅いマイナス～0%近辺の横ばい圏内の出合いを予想する。12日に、CP等買入オペが6,000億円でオファーされる予定となっている。

＜＜＜＜レポレポレポレポ＞＞＞＞
足許GC取引は週初△0.10％～△0.08％の出合いから始まり、週後半にかけても△0.10％前後の取引が続いた。国庫短期証券の発行があった週末の8日受渡しは、△0.09％台から始まり、一時△0.07％台の出合いも見ら

れた。

SC取引は2年409～413回債、5年137～143回債、10年336～358回債、20年168～172回債、30年59～66回債、40年12回債などに引合いが多く見られた。

＜＜＜＜TDBTDBTDBTDB＞＞＞＞
5日の3M912回債(9/7償還)の入札は、最高落札利回り△0.0922％(同△0.1002％)、平均落札利回り△0.0986％(同△0.1078％)となり、入札後△0.095%～△0.102％のレンジで取引された。そのほかセカンダリーでは3M911
回債(8/31償還)が△0.105％～△0.108％、6M910回債(11/25償還)は△0.195％～△0.196％、1Y908回債(5/20償還)が△0.200％で出合が見られた。また6月償還物で△0.130％、7月償還物で△0.150％での取引が散見され
た。


